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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   新城もりのこ保育園 

報告作成日：     2020 年 12 月 20 日  （評価に要した期間 5 ヶ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：8 月中旬~9 月下旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：10 月 29 日～11 月 13 日】 

・配布：全園児の保護者（39 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査  【実施日：11 月 6 日】  

■11 月 6 日 

①午前：・事業者面接調査【共通評価基準】（施設長） 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

    ・書類調査  

②午後：・事業者面接調査【内容評価基準】（施設長） 

    ・書類調査 

    ・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査   【実施日：11 月 6 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社こどもの森が運営する新城もりのこ保育園は、JR 南武線 武蔵新城駅から徒歩 6 分の、鉄骨造 2

階建ての 2 階部分に位置し、周辺は商店に囲まれています。園の定員は、40 名（0～5 歳児）、開園時間は、

月曜日から土曜日の 7 時 00 分～20 時 00 分です。 

2 階に上がる階段には、子どもたちの製作などが飾られており、鉄骨造を感じさせない温かい雰囲気にな

っています。また、玄関や各保育室の扉や窓枠などは全て濃い茶色の木材で統一されており、重厚感のある

ぬくもりを感じる造りになっています。玄関は外も中も、多くの子どもたちの作品が掲示してあり、「今日一

日を子どもたちがどのようにして過ごしたのか」が分かるよう、玄関先は子どもの成長が楽しめる場となっ

ています。玄関を入ってすぐのスペースには、小さなショーケースがあり、その日の給食などが展示されて

います。お迎えの際に、子どもたちが今日食べた給食についてなどを、保護者と一緒に展示を見ながら話す

とともに、「家でも作ってほしい」などという親子の会話にも繋がっている様です。そのため、人気メニュー

のレシピを展示の横に置き、いつでも自由に持ち帰れるよう配慮しています。 

玄関を入ると左手に 0 歳児、1 歳児、2 歳児クラスの各保育室と事務室があります。右手には、3・4・5 歳

児クラスが異年齢で過ごす保育室があります。各クラスは年齢ごとに合わせた、遊びのコーナーの設置や、

子どもたちがゆったりと過ごせるマットの設置など、1 日を通して心地よく生活できるよう環境整備が配慮

されています。また、子どもたちが生活しやすいよう、さまざまな工夫がされています。玄関に掲示されて

いる今日の予定は、すべて平仮名で示されており、子どもたちが理解し、見通しを持って生活できるよう配

慮しています。また、室内には、手の洗い方やうがいの仕方、箸の持ち方や歯の磨き方など、イラストで示

された掲示物があり、一人ひとりの子どもが自ら取り組めるよう配慮しています。 
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1．高く評価できる点 

○チームティーチングを取り入れ、園全体で子どもの育ちを見守る体制作りに努めています 

 園長を含め、全職員で一人ひとりの子どもの育ちを見守る体制作りに努めています。職員は日ごろの何気

ない会話の中で、子どもの育ちについてさまざまな意見を交わし共有するとともに、職員会議等を通して、

一人ひとりの育ちを見直す機会を設けています。園全体で子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行

うために、複数の職員で個々の子どもに適切に対応するチームティーチングを取り入れています。チームテ

ィーチングでは、職員全員で子どもを見守ることを共通認識とし、クラス担任だけでなく一人ひとりの子ど

もの状況に合わせて別の職員が関わることなど、園全体で子どもの育ちを見守る環境づくりに努めています。 

 

 

〇子どもたちがさまざまな経験ができるよう、職種を越えて連携が図られています 

 保育者だけでなく看護師による保健指導や栄養士・調理師による食育活動など、園生活の中で子どもたち

がさまざまな経験ができるよう、職種を越えて連携が図られています。看護師との連携では、年間で保健指

導計画が立てられ、月ごとのねらいに沿って、保健指導が行われています。実施された内容については、年

間計画に沿って、保健だよりを通じて保護者へ伝えています。また、栄養士・調理師との連携では、食育年

間行事予定が立てられ、食事のマナーや旬の食材に触れられるよう、カレー作りなど、月ごとにテーマを設

定しテーマに沿ったねらいを立て実施されています。これらの職員間の連携により、子どもたちがさまざま

な経験ができるよう配慮されています。 

 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇キッズダンスや合気道など子どもたちがさまざまな身体活動を楽しめるよう配慮しています 

2 歳児～5 歳児を対象に、月に 1 回、専門の講師を招き、キッズダンスに取り組んでいます。キッズダンス

では年齢ごとに合わせた、さまざまなリズムや動きを楽しんでいます。また、3 歳児～5 歳児を対象に月に 1

回、合気道にも取り組んでいます。合気道では、姿勢や礼儀、護身や危険回避などを中心に、さまざまな身

体活動を体験する機会になっています。これらの活動は、子どもたち一人ひとりの興味や関心に応じて取り

組むことを保育者間で十分に配慮し関わっています。また、日ごろの活動では、戸外活動を多く取り入れる

とともに、室内ではマット運動や跳び箱、リトミックなどの運動遊びを積極的に取り入れ、子どもたちがさ

まざまな身体活動を楽しめるよう配慮しています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇園が有する専門的な情報を、地域に還元する取り組みが望まれます。 

園見学者に対する育児相談の実施や、自治体が主催となり実施される保育祭りへの参加を通して、地域コ

ミュニティの活性化やまちづくりなどの貢献につなげています。また、地域で実施される、劇や演奏会、サ

ッカークラブが主催する食育のイベントなどにも積極的に参加しています。今後は、地域交流等を通して把

握された地域ニーズにもとづいて、地域に対して、定期的な子育て講座や離乳食セミナーなど園独自で実施

できる内容を検討し、園が有する専門的な知識・技術や情報を地域に提供することが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：11 月 6 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児・1 歳児クラス 

 昼食の時間です。子どもたちは椅子に座り、保育者が読む絵本に興味津々です。その間に、別の保育

者は昼食を配膳しながら、一人ひとりの子どもにエプロンを着けていきます。配膳が済むと、保育者と

一緒に食事の挨拶をし、食べ始めます。0 歳児と 1 歳児のテーブルにはそれぞれ保育者が座り、個々の

発達に応じた援助をしていました。お皿には小さく刻んだ魚や野菜などがそれぞれ綺麗に盛り付けられ、

それを上手にスプーンで食べる子どもや、手で掴んで、意欲的に自分の口に運ぶ子どももいます。汁物

はまだ上手くすくって食べることが難しく、エプロンにこぼしてしまう子どももいましたが、保育者は

自分で食べる意欲を大切にし、必要に応じた援助をしていました。1 歳児の子どもは、スプーンで食事

を摂り、スプーンに載せにくい大きさの魚を保育者が小さく刻んでスプーンに載せやすいよう援助をし

ていました。また、一人ひとりの食事の進み具合を見ながら、子どもの横に座り、ご飯を一口大にした

り、野菜をスプーンですくいやすいようひとつにまとめるなどの援助も行っていました。食べることに

少し疲れてしまい、スプーンで食べさせてもらう子どももいました。 

 昼寝から目覚めると、ゆったりとした時間の中で、子どもたちは保育者が読む絵本を見ています。そ

の際に、保育者の膝の上で絵本を見ていた子どもに近づく、別の子どもの姿が見られました。保育者と

一緒に見ていた絵本が欲しかったようです。絵本の取り合いになり、膝の上に座っていた子どもが泣き

出してしまいました。保育者は、膝の上に二人の子どもを乗せて「見たかったのね」「見せってって言う

んだよ」など、子どもの気持ちを代弁し、その後二人で仲良く絵本を見る姿が見られました。また、保

育室内では運動遊びを楽しむ姿も見られました。保育者は、子どもたちと一緒になってハイハイしたり

追いかけごっこしたり、時に捕まえた子どもをぎゅっと抱きしめるなどのスキンシップを取りながら、

スペースをいっぱい使って遊んでいます。さらに、保育者の歌声に合わせて手遊びを楽しんだり、両手

を使ってリズムをとり、踊るように揺れて楽しむ姿も見られました。 

 

□2 歳児クラス 

戸外遊びから帰ってきた子どもたちは、自分で靴と帽子を脱いで片付けています。片付けた子どもた

ちは手洗い場へ向かい、保育者に石鹸を手の上に乗せてもらうと、上手にくしゅくしゅと泡立て、手を

洗います。洗い終わった子どもたちから順に、別の保育者のところに向かい、絵本を読んでもらいます。

保育者は、子どもたちの生活の流れに合わせて、連携しながら保育に取り組んでいます。 
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集まってきた子どもたちに保育者は「どの本がいい？」と絵本を見せながら、子どもたちに問いかけ

ます。子どもたちの表情や仕草を見ながら、保育者は読む絵本を決めていました。子どもたちが、選ん

だ絵本は、風が吹くたびに、ページをめくると、いろいろな場面が展開する内容でした。保育者が「風

ぴゅーん」と絵本を読み始めると、子どもたちは興味津々で聞き入っています。絵本の一場面に、ソフ

トクリームが風でぴゅーんと飛ぶ内容がありました。子どもたちは、その様子に大笑い。帽子が飛んだ

り、髪の毛が飛んだりと、展開される内容に大喜びです。 

子どもたちが絵本に夢中になっている間、別の保育者は、昼食の準備を始めます。テーブルの上にお

昼ご飯が並び、いただきますの挨拶のあと、子どもたちはスプーンを持って食べ始めます。保育者も子

どもたちと同じテーブルに座って食事をします。子どもたちは、保育者と一緒に食べることが楽しいよ

うで、意欲的に食事を摂る姿が見られました。 

 

□3 歳児・4 歳児・5 歳児クラス 

 園から 1 キロほどの場所にある公園に向かいました。子どもたちは仲良く手を繋いで歩いています。

保育者は、子どもたちの歩く様子を見て、列からはみ出さずに歩くことや、横断歩道を渡るときはしっ

かりと手を挙げることなど、安全に十分に配慮しながら公園に向かっていました。子どもたちも、横断

歩道を渡るときは、一人ひとりが安全を確認しながら歩いていました。また、途中で出会った地域の人

に元気よく挨拶をしながら歩く姿も見られました。 

公園に着くとまず水分補給をしていました。保育者が子どもたちにそれぞれの水筒を配り、子どもた

ちは水筒からごくごくとお茶を飲んでいます。そして保育者が大きなシートを広げて敷き、その上に子

どもたちが自分の水筒を置いていきます。早く飲み終わった子どもが、保育者に「どこに並ぶの？」と

聞きます。保育者は少し考えた後、子どもたちに「聞いて聞いて」と話しかけます。子どもたちからは、

「何を聞いて？」という返事が返ってきます。保育者は、「公園に他の保育園の子どもたちもたくさんい

るので、違う公園に行くこと」を提案します。子どもたちはすぐに納得した様子で、あっという間に自

分の水筒を片づけ、移動できるよう準備を整えました。そしてそこから数分歩いて、別の公園に辿り着

きました。 

公園では、保育者が、「ボール遊びができるかどうか」「車はどこを走っているか」など、子どもたち

が安全に遊べるよう一つ一つ確認していました。その後、子どもたちは思い思いに公園で遊びます。鬼

ごっこをしたり縄跳びで遊んだり、縄を繋げて電車ごっこしたりしながら身体をめいいっぱい動かして

遊びます。保育者は、子どもたちと一緒になって走り回ったり、次々に話しかけてくる子どもたちの声

に耳を傾けながら、一人ひとりの子どもたちが安全で、楽しく遊べるよう、援助をしたり時には子ども

たちのやり取りを見守るなどの姿が見られました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・園の理念や方針は、園のしおり、全体的な計画、玄

関の掲示などで明文化されており、保護者や職員への

周知が図られています。【保育理念】は、こどもの十全

なる発達と保育を通じて子育て家庭をサポートして

いく。【保育方針】は、ほめて諭していっしょに歩む。

【保育目標】は、思いやり、感謝の気持ちを持てる子。

返事、挨拶のできる子。身体が元気で、心が強い子。

です。 

・理念や方針は、園内研修や、本部で実施される階層

別研修において、穴埋めなどの確認テストや具体的な

保育内容を照らし合わせて振り返ることにより、職員

への周知を図っています。 

・保護者に対しては、入園前面談や懇談会、保護者と

の園長面談などを通して伝えています。また、玄関の

掲示や、園だよりを通して伝えるなど、周知への工夫

がされています。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

・社会福祉事業全体の動向については、法人内の園長

会において、地域ごとの待機児童数など、各地域の保

育ニーズについて把握しています。また、区の園長会

では、各地域の新設された保育園や、民生委員からの

地域の福祉ニーズや生活課題等についての情報を共

有しています。今後は、社会福祉事業全体の動向や地

域の各種福祉計画について、より当園に即した情報の

把握と分析が期待されます。 

・各種福祉計画の策定動向などの情報収集についても

積極的に行っていますが、今年度はコロナ禍の影響も

あり、例年に比べ情報量が少なくなっています。 

・月１回の法人内の報告会においては、園児数、職員

の情報や各費用について、利用者の推移、利用率、保

育のコスト分析などを定期的に行っています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・園の課題の一つとして、人材育成を取り挙げ、職員

会議等で職員に周知しています。日頃から、各種指導

計画を通して、保育の振り返りを行い、各職員の育成

につなげるとともに、園内研修や、法人で実施される

階層別研修等を通して、人材育成に取り組んでいま

す。また、行事の実施を通して、人材育成につなげて

います。具体的には、行事担当者と、副主任、リーダ

ーとで実施までの工程を一つ一つ確認することで、行

事担当者が計画から実施、そして振り返りまでの具体

的な内容を着実に把握できるよう取り組んでいます。 

・今後は、人材育成をはじめ、保育内容などの現状分

析にもとづき、より具体的な課題を明らかにし、取り

組まれることが期待されます。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

・中・長期計画は、職員の意見を聞き相談をしながら、

園長が作成をしています。計画書の冒頭には、基本理

念、保育園の役割と機能、目指す子育て環境を掲げて

います。中期計画として、「職員が専門能力を身につけ

保護者に対する子育て相談力を強化する」「バランス

のとれた発育を促すため、様々な活動を計画的に取り

入れる」などが挙げられています。また、長期計画と

して、「子育て環境の脆弱化を解決するための取り組

みを強化する」「職員一人一人が未来像を描きながら

役割を意識した研鑽に努める」などが挙げられていま

す。 

・今後は、園の課題として取り上げた、人材育成に関

する具体的な取り組みを明確にするとともに、数値目

標や具体的な成果等を設定することにより、実施状況

の評価を行える内容を踏まえた計画の策定が望まれ

ます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・単年度の計画は、２月の職員会議において園長が職

員に対して提案をし、各職員の意見を踏まえて作成し

ています。 

・事業計画書には、年間行事予定のほか、保護者との

連携の計画、職員の研修計画、児童・職員の健康管理

計画、安全安心に対する取組計画、給食に対する取組

計画など、具体的な項目が挙げられています。 

・今後は、さらに中・長期計画の内容とのつながりを

明確に示し、達成度を把握するための具体的な指標等

を設定することが望まれます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

 

 

 

 

 

 

・事業計画は、２月の職員会議において振り返りを行

い、その結果を次期の事業計画作成に生かしていま

す。 

・職員会議では、親子遠足や敬老の日、七五三など、

主に行事の具体的な実施方法について検討するなど、

職員が参画して策定が行われています。また避難訓練
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映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

A B 
などについても、会議で振り返り、職員の意見を踏ま

えて策定につなげています。策定された事業計画は職

員への周知を行い、日々の取り組みにつなげるよう努

めています。 

・事業計画書には、評価・見直しが行いやすいように

具体的な成果を振り返る指標や数値目標を取り入れ

るなどし、経営課題の解決・改善に向けて組織として

取組むことが期待されます。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・事業計画の主な内容は、懇談会の際に資料として配

布し説明することで、保護者への周知に取り組んでい

ます。また、毎月の園だよりにおいても、事業計画に

関する園の取り組みをわかりやすく示すなど、保護者

の理解を促すよう努めています。 

・年２回開催される運営委員会には、保護者２～３名、

本部職員、他園園長、園長、職員（副主任又はリーダ

ー）が参加しており、その際にも事業計画書について

説明しています。運営委員会で出された意見は、園内

に掲示するとともに、事業計画書の作成にも生かされ

ています。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・保育の質の向上に向けた取り組みとして、週案・月

案などの指導計画において、組織的に PDCA サイク

ルにもとづいた取り組みを実施しています。具体的に

は、クラス内で計画を策定し、実践後に振り返りを記

載、その後園長による確認が行われ、次の実践につな

げています。 

・行事については、行事担当者が計画書を立案し、職

員会議で共有した後、行事内の各担当者が工程に沿っ

て実施します。実施後は、職員会議で振り返り、次年

度の行事に生かすというサイクルで取り組まれてい
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定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 
ます。 

・各職員は、園長面談を通して保育所の自己評価を行

っています。結果は、園長が取りまとめて、職員会議

で分析、検討を行っています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・評価結果を分析した結果、清掃の仕方が課題にあが

り、職員間で共有し改善案について話し合いをした経

緯があります。具体的な取り組みとして、清掃チェッ

ク表を作成し、担当者を明記することにより、責任を

持って各職員が清掃を行うことが出来る仕組みづく

りをしました。 

・保護者アンケートから、朝のおやつにフルーツを取

り入れてほしいという意見があり、園として検討の結

果、プルーンを提供するようになりました。 

・評価結果の分析結果や課題については、職員会議で

共有化され、職員の参画のもとに改善策や改善計画を

策定しています。また、改善の実施状況の評価をする

とともに、見直しも行っています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、自らの役割と責任を組織図や職員職務分担

表において明確化し、職員に対して周知しています。

また、自らの保育所の経営・管理に関する方針と取り

組みを会議や園内研修などにおいて表明し、理解を図

っています。 

・園長の役割の一つとして、全職員が同じ方向性で保

育実践ができるよう働きかけることに努めています。 

・組織図を事務室に掲示し、園長の役割と責任につい

て、不在時の権限委任等を含め周知しています。園長

が不在の場合の権限委任は、副主任、リーダーが担当

することが示されています。 
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□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・遵守すべき法令等については、園長が月に１回行わ

れる、本部での園長会を通して、労務関連や個人情報

の取扱い、また人権やコンプライアンス等について認

識を深め、職員会議や日ごろの保育の中で職員に具体

例を示しながら伝えています。 

・こどもの森のおやくそくには、子どもの人権に関わ

る保育指導基準や NG 用語集などが記載されており、

職員に対して遵守すべき法令等を周知し、また遵守す

るための具体的な取り組みにつなげています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、週案・月案などの指導記録から保育の内容

の確認をするほか、実際に保育現場に入り、日常の保

育の様子を観察しています。その上で保育の質に関す

る課題を把握し、改善のための具体的な取り組みを伝

えるなど、その指導力を発揮しています。また、指導

内容はリーダーや副主任と共有しています。 

・園長は、年２回、職員との面談を行い、保育の質の

向上に向けて、職員の意見を反映し、具体的な取り組

みにつなげています。一例として、クラス担任を変え

る機会をつくったり、保育士が調理に携わるなど、職

員同士が互いの立場を知る機会を設けたりするなど

の取り組みを行っています。 

・保育の質の向上について、職員の教育・研修の充実

を図っています。研修については、本部から随時届く

研修案内を職員に紹介し、積極的な参加を促していま

す。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

 

 

 

 

・園長は、法人本部の助言をもとに、経営の改善や業

務の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務などを

踏まえ分析を行い、毎月本部に報告をしています。 

・職員の働きやすい環境整備については、有給休暇の

取得希望や、職員の子どもの学校行事、体調不良の際
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□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

A 

 

A 

など、様々な事情を申し出しやすい環境づくりに配慮

しています。 

・人員配置については、職員から担当クラスについて

第１～３希望まで確認し、園全体のチームワークを発

揮できる体制を考慮しながら、検討しています。必要

に応じて、リーダーや副主任と共有し、検討していま

す。 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え

方、福祉人材の確保・育成計画、人事管理に関する方

針等については、教育経営計画書に示しています。 

・年間を通して、法人本部による階層別研修が計画さ

れており、職員は勤務時間内において研修を受けるこ

とができるよう配慮されています。また、保育補助員

の資格取得の促進に力を入れており、積極的な研修へ

の参加を促しています。 

・福祉人材の確保については、園長が保育士養成校を

訪問したり、職員が母校訪問したりするなどの取り組

みを通して、採用へとつながるよう努めています。ま

た、園外には、採用に関するポスターの掲示も実施し

ています。 

 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・法人の理念・基本方針にもとづいた「期待する職員

像等」が、教育経営計画書において明確にされていま

す。また、人事基準については就業規則に明確に定め

られ、職員に周知されています。 

・園長は年に 1 回、各職員に対する評価シートを作成

しています。評価シートでは、各職員について、総合

的評価、責任感、報告・連絡・相談の状況、特技や得

意分野などを記載しています。評価シートの内容は、
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職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

賞与の評価に関連しており、職員にも周知されていま

す。また、職員は年２回スタッフシートで、連絡帳の

記載方法、指導計画、勤務態度、マナーなど具体的な

保育内容についての自己評価を実施し、園長面談を通

して共有しています。 

・教育経営計画書には、職員の未来像としてアドミニ

ストレーションコース、マネジメントコース、スペシ

ャリストコースの具体的な職務内容が記載されてお

り、職員が自らの将来の姿を描く仕組みにつながって

います。今後は、「期待する職員像等」に対応した、具

体的な課題等も示した総合的な仕組みづくりが期待

されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・職員の出退勤や、有給休暇の取得状況、時間外労働

などの就業状況について、勤怠システムで管理し把握

しています。シフトについては、有給休暇の取得や、

お子さんの行事など職員の意向を反映して作成して

います。 

・職員の心身の健康と安全の確保に努め、業務の効率

化や定時退勤の推進を行っています。園長が退勤を促

す声かけをしたり、職員同士が声をかけあったりする

など、勤務時間内で業務が終えられる環境づくりに配

慮しています。また、ワーク・ライフ・バランスに配

慮した取り組みとして、時短勤務制度などを実施して

います。 

・福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高

める取り組みや働きやすい職場づくりの一環として、

職員の誕生日の際には、園で祝うなどの取り組みが実

施されています。また、子どもの人数に応じて、シフ

トなどの職員体制を変更することにより、各職員が負

担なく勤務できる体制づくりに努めています。 

 



16 

 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・教育経営計画書には、「子どもに対する方針」「保護

者に対する方針」「組織に対する方針」など組織として

期待する職員像を明確に示しています。 

・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、

スタッフシートを使用して、年 2 回の園長面談を実施

しています。各職員の目標は、面談を通して設定して

います。目標については、中間面接を実施することで、

適切に進捗状況の確認が行われています。 

・園長面談の際に使用するスタッフシートには、受け

入れ、保育内容、保護者対応等の項目があり、職員自

身が振り返りを行い、その振り返りに対して園長が達

成度の評価をしています。また、期待する職員像に対

して、段階別・職種別ごとの具体的に求められる実施

内容も記載されており、振り返りを実施するとともに

職員一人ひとりの目標設定につなげています。 

 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・策定された研修計画にもとづき、教育・研修が実施

されています。園内研修では、書類の記述方法につい

て、個人情報の取扱いについて、運動指導についてな

どの研修に取り組んでいます。研修内容は園の実態や

時期、また保育の内容や目標を踏まえて、必要に応じ

て変更しています。 

・本部で主催される研修については、年間研修計画予

定表に沿って実施されています。受講した研修につい

ては、職員研修の実施状況として、事業報告書に記載

されています。また、研修内容やカリキュラムについ

ては、本部で定期的な評価と見直しが実施されていま

す。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

 

 

 

 

・各職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等に

ついては、入社時や、年 1 回本部に報告する評価シー

トを通して、各職員の得意分野などと合わせて把握に

努めています。また、年に 2 回行われる園長面談にお
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□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

A 

 

A 

いても把握しています。 

・新任職員に対しては、園内にて、ピアノや手遊び、

保育実践などの実技研修を実施しています。また、経

験年数の長い職員が随時、必要に応じて助言すること

で、個別的な OJT が適切に行われています。 

・本部で実施される段階別研修や園内研修を通して、

職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた教

育・研修の機会を確保しています。研修内容について

は会議で共有が図られています。 

・外部研修については、随時情報を回覧し参加を勧奨

しています。また、外部業者と提携しており、オンラ

インなども利用して受講できる体制があります。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢を明文化し、受け入れに関わるマニュアル

が整備されています。 

・実習生受け入れの窓口は園長となっており、受け入

れや指導に関する職員への研修も行っています。 

・実習のプログラムについては、学校側のプログラム

（実習形態、責任実習、部分実習など）に対応してい

ます。また、学校側と実習期間中も継続的な連携を維

持していくために、担当者の巡回訪問や面談を行って

います。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

  
・法人の理念や基本方針、また具体的な取り組みは、

法人全体のホームページや各園のホームページにて

公開されています。また、保育士養成校などに掲示す
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情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

る求人票には、法人全体の概要が記載されているとと

もに、各園の具体的な保育の特色も記載されていま

す。 

・苦情・相談の体制については、重要事項説明書に記

載があり、入園前面談の際に説明をしています。また、

玄関に掲示がありいつでも確認できるようになって

います。 

・法人全体で年に１回の保育に関する保護者アンケー

トを実施しています。実施後は、アンケート結果を踏

まえた改善案とともに玄関に掲示しています。 

・区の子育て情報誌「このゆびと～まれ！」に園の概

要や保育内容、園内写真について掲載しています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・教育経営計画書に、「経理、購買に関する方針」が記

載され、職員に周知しています。 

・園の運営管理については、本部と園とで役割分担が

されており、事務、経理、取引等に関する内容は、本

部で管理され、園では毎月の予算に応じた購入計画が

立てられています。月の予算については、職員に周知

され、購入物がある際は、園長に確認し購入後、出納

帳に記入し、データ化した資料を本部に報告していま

す。 

・保育所の事業、財務について、市の監査を通して監

査支援等を実施しています。指導結果や指摘事項にも

とづいて、経営改善を実施しています。 
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４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・地域との関わり方や基本的な考え方について、全体

的な計画の項目に、「地域の実態に対応した保育事業

と行事への参加」を設け文書化しています。 

・活用できる社会資源や、地域の情報、また病児保育

や学童保育の情報などについては、園内掲示やプリン

トを配布するなどして、保護者に提供しています。 

・園見学の方の相談を受けたり、職員が地域の公園清

掃に参加したりするなど、園と地域との交流を広げる

ことを目的とした取り組みを行っています。 

・近隣の複数園と年長児の交流をしています。月に１

～２回、公園や園に年長児のみが集まってドッジボー

ルやゲームなどを通して交流を深めています。今後

は、地域の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取り組みが期待されます。 

 

  

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明文化し

ており、マニュアルが整備されています。また、ハン

ドブックも作成しています。 

・例年、夏期に７～８名の中学生の職業体験を受け入

れています。受け入れにあたっては、子どもとの交流

を図る視点や関わりの注意点についてなど、オリエン

テーションを実施しています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

 

 

 

 

・個々の子ども・保護者の状況に対応できる地域の関

係機関や団体についてのリストを作成しており、事務

室内に掲示し、また職員にも周知されています。 

・区の園長会では、民生委員との連携があり地域のネ
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に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

A 

 

 

A 

ットワーク化の一助になっています。また、民生委員

の方が定期的に来園し、町内の情報を共有していま

す。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われた場合の対応マニ

ュアルが、整備されています。虐待等権利侵害につい

ては、区の窓口となる児童家庭支援センターと連携し

ています。また、発達に配慮が必要な子どもについて

は、市の療育機関の担当者に巡回してもらうなど、個

別に対応をしています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・区の園長会への出席や、民生委員との連携、園見学

者の育児相談や意見などを通して、地域の福祉ニーズ

や生活課題などの把握に努めています。一例として、

地域の方から公園で遊ぶ際に、保育園児が大勢いる時

は、公園が利用しづらいという意見を把握しました。

そのため職員間で共有した上で、公園で遊ぶ際は地域

の方に声かけをするなどの、取り組みにつなげていま

す。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・把握した福祉ニーズ等にもとづいて、地域の方に園

内行事の案内を実施したり、地域交流の一環として、

園外活動の際に、ゴミ拾いや草むしりなどの環境整備

の活動を行ったりしています。 

・自治体が主催となり、年に 1 回実施される保育祭り

への参加を通して、地域コミュニティの活性化やまち

づくりなどの貢献につなげています。また、地域で実

施される、劇や演奏会、またサッカークラブが主催す

る食育のイベントなどにも積極的に参加しています。 

・近隣の系列園と合同で避難訓練、消防署見学を行っ

ています。 
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に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 
・今後は、地域の子育てを支援するため、定期的な育

児相談や離乳食セミナーなど専門的な知識・技術や情

報を地域に提供することも期待されます。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもを尊重した保育の提供に関する倫理綱領や規

定などは、教育経営計画書や全体的な計画に明示さ

れ、職員が理解し実践しています。子どもを尊重した

保育に関する基本姿勢は、個々の保育の標準的な実施

方法として、月・週・日案などの指導計画に反映され

ています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、市の

人権マニュアルや保育業務マニュアルを通して、勉強

会や研修を実施し、言葉がけについて振り返るなど、

定期的に職員会議において状況の把握・評価などを行

い、必要な対応を図っています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための具体的な

取り組みの一つとして、異年齢保育があります。朝夕

の合同保育などを通して、普段から年上の子が年下の

子を手伝う機会を設けています。また、夏祭りなどの

行事の際には、年上の子と年下の子がペアを作り活動

するなどの取り組みが実施されています。 

・性差への先入観による固定的な対応をしないように

配慮しています。一例として、男の子だから女の子だ

からという言葉は使わず、髪を結う、スカートを履く

なども含め、子ども自身の興味や欲求に応じて関わる

よう配慮しています。 

・子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心につ

いて、その方針などを保護者にも懇談会などを通じて

説明を行い、理解を図るよう努めています。 
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に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシー保護について、社会福祉事業

に携わる者としての姿勢・責務を、教育経営計画書に

明記し、研修等を通して、職員への理解が図られてい

ます。 

・こどもの森人権マニュアルには、人権について、人

権の尊重について、虐待等の行為についての記載があ

り、職員会議等を通して読み合わせをすることで、プ

ライバシーに配慮した関わりができるよう取り組ん

でいます。一例として、オムツ替えはトイレの適切な

スペースにおいて個別に行う、おねしょをした子ども

は別室で対応する、着替えの際は全裸にならないよう

着脱の仕方を伝えるなど、職員全員で共有し取り組ん

でいます。これらの内容は、日頃のコミュニケーショ

ンを通して、必要に応じて保護者にも伝えています。 

 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性などを

紹介した資料として、園のしおりがあります。また、

ホームページでも情報を記載するとともに、区の子育

て情報誌にも掲載し、多くの人が園の情報を得られる

よう努めています。 

・保育所を紹介する資料は、年に１回本部の担当者が、

言葉遣いや写真・図・絵の使用等で誰にでもわかるよ

うな内容であるかを確認しています。これまでに写真

の情報を増やし、わかりやすい内容に改善した経緯が

あります。 

・個別の園内見学の希望に対応しています。園内見学

は、園長が担当しており、園のしおりに沿って概要を

説明しています。今年度はコロナ禍のため、園のしお

りの配布や電話での質疑応答で対応しています。見学

を希望する方には、個別に対応しています。 

 

 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

 

 

 

 

・保育の開始にあたっては、入所前面談を行っており、

園のしおりや重要事項説明書にもとづき個別に説明

をしています。説明の際には、持ち物の見本や写真を

示すなど、保護者が理解しやすい工夫や配慮を行って
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いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

A 

 

 

A 

 

います。 

・重要事項説明書の内容に変更があった場合は、改め

て書面で配布し、同意書を得るようにしています。 

・アレルギーのあるお子さんについては、市のマニュ

アルに沿って説明を行い、市の書式による書類の提出

を求めています。また、食事の際は、別テーブルを用

意して食事をすることなども伝えています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

B 

・保育所等の変更にあたっては、保育の継続性に配慮

した市の書式による引継ぎ文書を定めており、健康記

録も伝達されています。また、転園先から希望があれ

ば、情報を提出しています。 

・保育所の利用が終了した後も、子どもや保護者等が

相談できるように窓口が園長、職員であることを伝え

ています。今後は転園、卒園後の相談受付先について

記述した文書を作成するなどの取り組みが、期待され

ます。 

 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・日々の保育のなかで、家庭との連絡帳や職員間の伝

達ノートなどの情報の共有により、子どもの満足を把

握するように努めています。 

・保護者に対しては、行事後のアンケートや年に 1 回

実施される、園の保育に関するアンケート内容から利

用者満足に関する調査が定期的に行われています。内

容については分析、検討し、改善案を添えて玄関に掲

示しています。また、ご意見箱の設置をしています。 

・年に１回の園長との面談や、担任との個人面談があ

り、個別の利用者満足を把握する機会となっていま

す。また、各クラスで実施される懇談会も保護者の意

向を把握する機会となっています。 
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□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情・要望に係る相談窓口として、重要事項説明書

に、苦情解決責任者（園長）と対応についての記載が

あります。また、本部事務局の電話相談窓口の記載も

あります。 

・苦情解決の仕組みを説明したものが、玄関に掲示さ

れています。園にはご意見箱の設置があり、園に要望

を伝えられるとともに、本部にはご意見はがきを通し

て要望を伝えられる仕組みになっています。 

・苦情内容に関する検討内容や対応策については、内

容に応じて保護者へ直接返答をしたり、園全体で周知

が必要な場合は掲示で公表したりするなどの仕組み

が整えられています。 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備してお

り、複数の窓口（園、法人、第三者委員）があること

を入園前面接や園長面接において伝えています。ま

た、園だよりでも知らせています。 

・保護者からの相談は、事務所を利用し、意見を述べ

やすいスペースの確保等の環境に配慮しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

 

 

 

 

・職員は、日々の保育の提供において、保護者が相談

しやすく意見を述べやすいように配慮し、適切な対応

と傾聴に努めています。連絡帳のやりとりや送迎時の

コミュニケーションにおいて把握された意見は、必要
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し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

A 

 

 

A 

に応じて園長に報告しています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について定めた苦情処理規定があり

ます。 

・保育についての相談を受けた際は、職員は園長に報

告し園内で共有した上で、迅速な対応を行っていま

す。検討に時間がかかる場合については、本部と情報

を共有し検討した上で返答することを、保護者に説明

しています。内容に応じて、園長面談や全体の懇談会

の際に伝えることもあります。 

・本部のマニュアル委員会を通して、定期的にマニュ

アルの見直しを行っています。見直しの際には、各園

からの意見を収集し、見直しに反映させる仕組みがあ

ります。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・園長を中心としたリスクマネジメント体制が整備さ

れており、事故発生時の対応と安全確保について、保

健衛生マニュアルを通して、職員に周知されていま

す。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に

行われ、法人系列園の事故簿（事故事例）については、

職員会議で共有し、発生要因の分析や改善・再発防止

策を検討・実施する取り組みが行われています。 

・日常の中で怪我が発生した際には、園長に報告する

とともに看護師にも報告します。内容については、そ

の日のうちに伝達会で職員に周知しています。保護者

へは、担任と共に園長又は看護師が怪我の状況を伝え

るとともに、翌日に怪我の様子を確認するようにして

います。 

・職員に対して、安全確保・事故防止に関する園内研

修を実施しています。また、年度末の職員会議では、

事故簿の振り返りを実施しています。 
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38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予

防や安全確保に関する勉強会等を開催してい

る。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策については、園長を責任者とし看護師を

中心とした管理体制が整備されており、保健衛生マニ

ュアルに沿って職員に周知されています。 

・感染症が発生した場合は、感染症名、幼児・乳児の

人数などを玄関に掲示し伝達しています。 

・職員会議では、嘔吐処理の方法や、手洗い・うがい

などに関する勉強会を開催し、感染症の予防や安全確

保に努めています。 

・看護師や園長から朝の会や帰りの会を通して、食べ

ることや寝ることなどの生活習慣の大切さや、手洗

い・うがいの仕方についてなどを伝えることで、感染

症の予防につなげています。 

・保護者へは、保健だよりを通じて園での取り組み内

容を伝えています。園では、生活習慣を身につける、

咳エチケットを守ろうなど、年間で月ごとにテーマを

決めた保健指導が実施されています。また保健だより

年間計画も立てられており、熱中症やインフルエンザ

など時季に応じたねらいが立てられ、園での取り組み

につなげています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として、災害マニュアル、緊急マ

ニュアルが整備されており、職員会議で職員に周知し

ています。 

・園内の耐震措置として、家具の下にすべり止めや転

倒防止パッドを差し込むなどの取り組みを実施して

います。 

・災害時などの安否確認の方法として「らくらく連絡

網」を取り入れ保護者及び職員に周知しています。災

害時は、園の様子をらくらく連絡網で伝達します。 

・園長、栄養士が担当者として、食料や備品類等の備

蓄リストを作成し、事務室にて備蓄管理をしていま

す。 

・事業計画書内に、防火・防災対策の計画を記載して

おり、年間の避難訓練計画を立案しています。また、

近隣の系列園と合同で避難訓練を実施しています。 
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２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・保育の標準的な実施方法については、保育業務マニ

ュアル、教育経営計画書などに文書化され、全職員に

配布されています。標準的な実施方法にもとづいて実

施されているかについて、職員会議やクラス会議で振

り返り、確認する仕組みがあります。 

・標準的な実施方法について、日々の保育実践の内容

を園長と振り返ることで、職員に周知徹底するための

方策につなげています。 

・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なもの

とならないよう、個別指導計画に沿って実践するよう

配慮しています。一例として、1 歳児クラスで散歩に

行くことを拒んだ際に、園で別の遊びをするなどの対

応が取られています。 
 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・保育の標準的な実施方法については、2 月の職員会

議にて全体を通して見直すとともに、毎月の会議にお

いても必要に応じてその都度見直しが実施されてい

ます。その際に、標準的な実施方法をもとに作成され

た指導計画についても必要に応じて見直しをしてい

ます。 

・標準的な実施方法の検証、見直しにあたり、行事後

の職員の反省及び保護者アンケートの内容、また法人

全体で年に１回実施する保育に関する保護者アンケ

ートの内容を反映するよう努めています。一環とし

て、コロナ禍で保護者が園内に入れないため、玄関の

外に子どもの作品を掲示するなどの取り組みを実施

しています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・指導計画策定の責任者は園長となっており、クラス

担当者が全体的な計画にもとづき、指導計画の策定を

行っています。策定にあたっては、５領域別の観察・

個人記録を通して一人ひとりの発達を把握し、必要に

応じて栄養士、看護師との協議を行っています。また、

保護者のニーズについては、連絡帳などを通して意向

を把握し反映させています。 

・保育開始前のアセスメントについては、入所前面談

や児童票などの把握をし、行っています。 

・障害など、配慮が必要な子どもに対しては、個別指

導計画や観察・個人記録に記載するとともに、年に 1

回の市の巡回相談を利用し、適切なアセスメントにつ

なげています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・指導計画の実施状況の評価と計画の見直しは、職員

会議、クラス会議において定期的に行われています。 

見直された内容については、職員会議にて周知が図ら

れています。 

・指導計画を変更する際は、園長、リーダーに報告す

る仕組みを定め実施しています。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、保育の質の

向上に関わる課題などが明確になるよう、園長が確認

し、職員と内容を共有した上で、具体的な課題が明確

になるよう助言しています。 
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者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもに関する保育の実施状況は、各種指導計画や

観察・個人記録に適切に記録され、職員間で共有化さ

れています。 

・記録する職員により記録内容や書き方に差異が生じ

ないように、市が発行する基本的な記録要領を参考に

し、職員会議で書き方の確認や共有を図っています。

また、必要に応じて園長が各職員に個別に指導をして

います。 

・保育所における情報の共有については、毎日の伝達

会や職員会議のほかに、園全体に関することとクラス

に関することを記載する、２種類の伝達ノートを使用

し、必要な情報が的確に届くようにしています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・個人情報保護規程により、子どもの記録の保管、保

存、廃棄、情報の提供に関する規程を定めています。

個人情報が記載された書類は、鍵付きの書庫で保管

し、鍵は園長が管理しています。 

・職員の個人情報保護規程の理解と遵守のため、具体

的事例を示しながら園長が園内研修を実施していま

す。また、会議においても定期的に確認をしています。 

・園内のパソコン３台には、すべてパスワードがあり、

パソコン内フォルダにも園長用パスワードがあるな

ど、適切な管理を行っています。 

・個人情報の取扱いについては、保護者に説明をし、

その後、同意書を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、本部のフォーマットを基本としな

がらも、地域の実態に対応した保育事業と行事への参

加の項目や、特色ある教育と保育の項目などについて

は、園独自で検討し、主に園長が作成しています。各

クラスの目標等については、職員会議にて職員の意見

を取り入れ計画に反映させています。 

・2 月の職員会議では、計画の見直しを行い、次年度

の計画に生かしています。今後は、さらなる職員参画

のもとで全体的な計画が作成されることが望まれま

す。 

 

 

 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもが心地よく過ごすことができる環境を整備す

るため、温湿度計を設置して適切な状態を管理し、保

健日誌に記録しています。また、保育所内外の設備・

用具や寝具の衛生管理については、日々点検を行い、

生活の場にふさわしい環境づくりに努めています。ト

イレには清掃マニュアルを掲示し、明るく清潔で子ど

もが利用しやすい環境を保持しています。 

・子どもの成長に伴う活動や動線の変化、また興味に

応じて、柵や家具、遊具の配置を工夫しています。一

例として、ブロックのスペースを広くしたり、製作で

使用する素材を多く準備しておくなど、子どもの興味

に合わせて臨機応変に対応しています。また、ジョイ
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

ントマットを使用し、一人ひとりの子どもがくつろい

で落ち着ける場所を作っています。 

・午睡時は個々のコットを使用し、睡眠の為の心地よ

い空間を確保しています。 

・オムツは子ども自身が手に取れる場所に置くこと

で、自主的に基本的生活習慣の習得に取り組めるよう

配慮しています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・子どもの観察・個人記録や伝達会などから、発達と

発達過程、家庭環境などから生じる一人ひとりの子ど

もの個人差を十分に把握し、尊重しています。 

・一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じ

た保育を行うために、複数の職員で個々の子どもに適

切に対応するチームティーチングを取り入れ、保育実

践につなげています。 

・職員の日頃の言葉遣いについて、望ましい言葉遣い

をテーマに研修を実施しています。正しい日本語の使

い方や、「廊下を走らない」ではなく、「廊下を歩く」

など、否定的ではなく肯定的な言葉の使い方に配慮し

ています。また、せかす言葉や制止させる言葉を不必

要に使用しないために、日ごろから十分な時間を計画

することや事前の準備をしておくことなど、ゆとりあ

る保育計画に努めています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、子どもが自

分でやろうとする気持ちを尊重して援助を行ってい

ます。職員は子どもが自分でできるよう声かけをし、

自分でできた時は十分に褒めることを繰り返し行っ

ています。また、自分でやりたいとう気持ちを大切に

し、少し援助するなどしながら、自分でできたという

達成感を味わえるようにしています。 

・休息できるスペースとして、各部屋にマットを設置

したり、コットを使用したりするなどしてゆったりと

した時間や休息が得られるようにしています。 

・子どもの発達や家庭での状況を把握し、一人ひとり

の子どもと丁寧に関わるために、連絡ノートなどを使

用し、家庭との情報交換や連携を密にしています。 

・一人ひとりの生活習慣に配慮し、午睡時間の調整を

行うなど、１日の生活リズムを整えながら、基本的な
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□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

生活習慣を身につけられるようにしています。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、園長や看護師から、バランスよく食べることの大

切さや、早寝・早起きの大切さなどを伝えています。

また、保育室には、歯の磨き方や箸の持ち方、手の洗

い方やうがいの仕方などをイラストで示し、掲示して

います。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・日常の保育の中で、子どもの発語（つぶやき）をよ

く聴くことで、一人ひとりの子どもを理解し、子ども

が自発性を発揮できるよう援助しています。また、朝

の会や帰りの会では、「楽しかったこと」や「明日した

いこと」などの言葉を拾い、環境を準備することで自

発性の発揮につながるよう配慮しています。さらに、

お泊り保育などの行事の中でも、子どもたち同士で

「何の料理を作りたいか」を話し合い、必要な材料を

保育者に伝えるなどの取り組みが実施されています。 

・戸外活動を十分に取り入れるとともに、室内でもマ

ットや跳び箱、ビルトインバランスなどの遊具を使用

し、すすんで身体を動かすことができるよう援助して

います。また、月に 1 回、講師を招いて 2 歳児～5 歳

児を対象にキッズダンスに取り組んでいます。さら

に、3 歳児～5 歳児を対象に合気道にも取り組んでい

ます。 

・友だちと協同して活動ができるよう、日々の保育の

中で配慮しています。一例として、お店屋さんごっこ

では、どんなお店にするか、どんな食べ物を用意する

か、またお財布など、買い物にはどんなものが必要な

のかなどについて、子どもたち同士で考えられるよう

保育者は必要に応じた援助を行っています。 

・商店街の散歩や、地域のイベントに参加するなどし

て、地域の人たちに接する機会を設け、さまざまな社

会体験が得られるよう努めています。 

・様々な表現活動ができるよう、コーナー保育の一角

に製作コーナーを設けて自由な表現活動を楽しめる

ようにしています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

  
・０歳児が安心して保育士等と愛着関係が持てるよ

う、担当制を導入しています。担当制を導入すること

で、一人ひとりの子どもたちの様子をより深く把握し



33 

 

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

適切な援助につながるよう配慮しています。また、長

時間過ごすことに適した生活と遊び及び環境への工

夫として、マットを使用しゆったりとくつろげるスペ

ースをつくったり、サークルや柵などを使用し、個々

の発達に合わせた遊びのスペースを確保できるよう

努めています。 

・家庭との連携では、連絡帳のやり取りや、内容に応

じて手紙のやり取りをするなど、日ごろから家庭と連

携を密にし、一人ひとりの子どもの成長について共有

できるよう配慮しています。また、今年度は、コロナ

禍のため、状況に配慮しながら、玄関外で直接口頭に

てコミュニケーションを取るなどの取り組みも実施

しています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもが自分でしようとする気持ちを尊重するた

め、個々の状況に合わせたゆとりある保育に努めてい

ます。 

・探索活動が十分に行えるよう、動線に配慮するとと

もに、危険箇所にクッションガードを使用するなど、

室内の環境設定の整備に努めています。また、できる

だけ広いスペースを確保することで、自由に身体を動

かせる環境づくりにも配慮しています。 

・子どもの発語や動きから、一人ひとりの子どもの想

いを理解し、自発的な活動に発展するよう心がけてい

ます。また、自我の育ちに対しては、第一に子どもの

気持ちを受け止め、子どもとの対話の中で、保育者が

望ましい行動を提案するなど、子どもの気持ちを十分

に受け止めた上で保育者が関わるよう配慮していま

す。 

・食育などを通して、栄養士、調理員、看護師が日常

的に保育に関わり、保育士以外の大人との関わりに配

慮しています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

 

 

 

 

 

 

・３歳児は、援助されることが多かった乳児クラスか

ら、生活習慣の自立が促される年齢になったことを踏

まえ、特に担任との信頼関係の構築に配慮していま

す。生活習慣の一例として、トイレの自立などについ

ては、個々の子どもの実態に合わせた関わりを大切に

しています。 
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取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

A 

 

 

A 

 

 

・４歳児は、日常生活や行事の際に、５歳児が主導で

行うことを意識的に手伝う機会を設けることに配慮

しています。手伝いをする中で、集団の中で自分の力

を発揮し友だちと共に楽しみながら遊びや活動に取

り組めるようにしています。 

・５歳児は、集団の中で一人ひとりの子どもの個性が

生かされ、友だちと協力して一つのことをやり遂げる

遊びや活動に取り組めるよう、保育士等が環境を整

え、適切に関わっています。一例として、夏祭りの行

事では、年長児が中心となり、的当てや魚釣り、くじ

引きなど、どんな出店にするかなどを話し合う場をつ

くる取り組みが実施されています。 

・運動会の立て看板を子どもたちが製作したり、勤労

感謝の日に、日ごろ交流のあるお店に手紙を届けたり

するなど、子どもたちが取り組んできた協同的な活動

について、保護者や地域等に伝える工夫や配慮がされ

ています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・園内には車椅子用トイレが設置されていますが、建

物の 2 階に位置する園へのエレベーター等の設置は

なく階段での対応となっています。今後は、玄関など

も含め建物・設備面でのさらなる環境整備への配慮が

期待されます。 

・障害のある子どもの状況に配慮した、個別の指導計

画や観察・個人記録を作成しています。計画等にもと

づき、担当職員とクラス担任が連携し、子どもの状況

と成長に応じた保育を行っています。 

・園内での子どもの様子について、保護者がイメージ

しやすいよう具体的なエピソード等を通して伝える

ことにより、保護者との連携を密にして、保育所での

生活に配慮できるよう努めています。 

・必要に応じて、市担当課に巡回を依頼し、必要に応

じて加配保育士の配置につなげています。 

・保護者の困りごとを把握し、状況に応じて相談機関

等を紹介するなど、障害のある子どもの保育に関する

適切な情報を伝えるための取り組みを行っています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・長時間にわたる保育の内容や方法については、指導

計画等に記載し、子ども主体の計画性をもった取り組

みにつなげています。 

・子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう 

職員を複数配置し、家庭的でゆったりと過ごすことが

できる環境や、スキンシップを多く取ることなどに配

慮しています。また、少人数だからこそ提供できる玩

具等も含め、一人ひとりの欲求に応じて、環境を設定

し個々の子どもに応じた遊びの展開をしています。 

・保育時間の長い子どもに配慮した食事・おやつなど

の補食の提供を行っており、時間に応じて量の調節を

しています。 

・職員間の引継ぎは、登降園チェック表や伝達ノート

を使用して適切に行っています。お迎え時の保護者に

は、子どもの体調や担当職員が関わった時間内の子ど

もの様子を伝えるようにしています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・全体的な計画の中には、小学校との連携として、近

隣小学校の授業参観及び小学校見学など、小学校との

連携や就学に関連する事項が記載され、計画にもとづ

いた保育が行われています。 

・小学校訪問や小学生との交流会などを計画していま

す。小学校訪問では、学校施設や授業風景を見学した

り、ランドセルを背負ってみたりするなど、子どもが

小学校以降の生活について見通しを持てる機会が設

けられています。また、年長児は運動会後から、徐々

に午睡をしない生活に慣れていくようにしています。 

・保護者が小学校以降の子どもの生活について見通し

が持てるよう、入学に向けた懇談会や個人面談を実施

しています。文字の学習や困ったことを伝えられるよ

うにすること、また通学路を歩いてみることなど就学

準備について共有することで、就学への不安を取り除

く取り組みにつなげています。今後は、より保護者へ

の就学への不安を取り除き、期待と見通しが持てるよ

う、さらなる取り組みが期待されます。 

・園長と年長担任は、年２～３回の幼保小連携会議に

参加し就学に向けた小学校との連携を図っています。 
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A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもの健康管理に関するマニュアルが整備されて

おり、健康手帳により一人ひとりの子どもの心身の健

康状態を把握しています。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては園長と看護

師の判断により、必要に応じて保護者に迅速に連絡す

るとともに、お迎え時に伝えています。 

・子どもの保健に関する計画として、保健指導計画や

保健だより年間計画が立てられ、月ごとのねらいに沿

って取り組んでいます。実施内容については、新城す

くすく保健だよりなどを通して、保護者に健康に関す

る方針や取り組みを伝えています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する必要な知識を

周知し、必要な取り組みを行っています。０歳児は睡

眠中の体動を感知するセンサーを使用したうえで睡

眠チェックを行っています。法人の SIDS の規定に沿

って、０.１歳児は 5 分、２歳児は 10 分、３～５歳児

は 30 分の間隔で睡眠チェックをしています。保護者

に対しては、玄関の掲示により SIDS の情報の提供を

しています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・例年、内科健診は、０.１歳児は隔月、２～５歳児は

年３回行い、歯科健診については、年１回行っていま

す。健診時に質問があれば事前に申し出てもらうよ

う、園だよりで保護者に知らせています。健診の結果

は個別に記録され、看護師が保護者宛にお知らせの配

布をして伝えています。 

・健診の結果を踏まえ、看護師による歯みがき指導や、

栄養士による、よく噛むことの大切さや食べたものが

体の中でどのような働きをするかなどの保健指導計

画に反映させ、保育が行われています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

・アレルギー疾患のある子どもに対しては、市のマニ

ュアルと書面において、適切な説明と対応を行ってい

ます。 

・保護者との連携を密にし、保護者、園長、栄養士、

担任が毎月献立を確認し、除去食の対応をしていま

す。 

・食事の提供についてはマニュアルに沿って実施して
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□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

A 

 

A 

います。具体的には、調理室前に、当日に提供する除

去食の有無を示した札を掲示し、周知しています。提

供の際は、調理室前で調理師と担任が確認し、その後

保育室で担任同士が確認を行う、ダブルチェックの体

制を整えています。提供する除去食は、異なる食器と

トレーを使い、食事の際はテーブルを別にする配慮が

なされています。 

・他の子どもたちにも、食べると「かゆくなる」「くる

しくなる」など、分かりやすいよう伝え、アレルギー

疾患、除去食などの理解を図るようにしています。 

 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、栄養士が食育

年間行事予定をつくり、食育計画を立てています。ま

た、その都度子どもの様子を観察しながら、箸の使い

方などを取り上げ、食事を楽しむことができるよう工

夫をしています。 

・個々の子どもの発達に合わせた食事の援助を適切に

行っており、食材のきざみ方やかたさなどに配慮をし

ています。 

・食器は陶器を用いており、手ざわりを味わうと同時

に、丁寧に扱うことを体験しています。 

・苦手な食べ物や食事の量については、個人差や食欲

に応じて、事前に減らしたり自分で言ったりして、量

を加減できるようにしています。 

・例年、誕生会の際には、保護者が参加し、試食会を

実施しています。また、もりのこだよりや新城もりの

こもぐもぐだよりを通して、子どもの食生活や食育に

関する取り組みを保護者に伝えています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

 

 

 

 

 

 

・一人ひとりの子どもの発達状況や体調などを考慮し

た、献立・調理の工夫をしています。一例として、お

腹のゆるい子どもには、牛乳のかわりにお茶を提供す

るなどしています。 

・子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し、喫食簿

に記録しています。苦手な食べ物も一口だけ食べてみ

るよう促し、食べられたら褒めて次につなげるなど、
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理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

A 

 

 

A 

 

 

少しずつでも食の幅が広がるよう工夫をしています。 

・旬の食材や、きのこを使ったご飯など、季節感のあ

る献立になるよう配慮しています。きのこや鮭など旬

の素材を使った献立や、ちらし寿司、ハロウィン時の

かぼちゃご飯などの行事食、また、世界の国の料理を

献立に取り入れています。 

・例年は、栄養士や調理員が子どもと一緒に食事をし

て、子どもが食べる様子を見たり、話を聞いたりする

機会を設けています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・連絡帳などにより、家庭との日常的な情報交換を行

っています。 

・毎日、子どもたちの活動写真とその文書を掲示し、

保育の意図や保育内容について、保護者の理解を図る

機会としています。また、保育参加や懇談会を通して

保護者と子どもの成長を共有できるよう支援をして

います。 

・園長面談と担任と園長による個人面談を年に１回ず

つ行っています。保護者と子どもの成長を共有し、家

庭と連携を行っていくことで、さらに子どもの生活が

充実するよう配慮しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

 

 

A 

 

 

A 

・日々のコミュニケーションの積み重ねにより、保護

者との信頼関係を築くようにしています。挨拶の際に

は、連絡帳で伝えている内容以外の子どものエピソー

ドを伝えられるよう、心がけています。 

・日ごろから保護者の相談に応じ、必要に応じて個人

面談を実施しています。面談の内容については、個人

面談記録に記載し、記録しておきます。 

・保護者から相談を受けた保育士は、適切に対応でき

るよう、園長、リーダー、副主任に相談し助言を受け

るなど、迅速な対応ができるよう体制を整えていま

す。 
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よう、助言が受けられる体制を整えている。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・家庭での虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう、

子どもの心身の状態、家庭での養育状況について把握

に努めています。 

・子どもの言動など、虐待等権利侵害の可能性がある

と職員が感じた場合には、速やかに園長に報告し、本

部に確認を取り、児童相談所につなげるなど、情報を

共有し、対応を協議する体制があります。 

・児童相談所などの関係機関と連携を図るための取り

組みがあります。対応等についてのマニュアルが整備

されています。また、マニュアルにもとづく園内研修

を実施しています。 

 

 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・日ごろの保育内容については、各種指導計画の保育

に対する自己評価で保育内容を見直し、職員会議やク

ラス会議を通して職員間で共有しています。また、年

に 2 回の園長との面談で使用する、スタッフシートを

通して、職員一人ひとりの自己評価を実施していま

す。面談を通して、園長と自己評価を共有する中で各

職員は自らの目標を定めています。 

・保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実践につ

なげています。具体的な内容として、保護者から子ど
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□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

もの様子についての情報伝達量が、職員によって違う

という意見があり、伝達量が少ない職員は、子どもの

エピソードをたくさん書いてみるという取り組みに

つなげました。今後は、さらに自己評価について職員

間で意見交換をして学び合い、園全体の自己評価とし

て、年度の総括を書面でまとめるなどの取り組みが期

待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


